
 
              

ふれあい（いじめ防止強化）月間に寄せて 

校長 松 原  修  

「消しゴム貸して」、相手の返事を待たずにさっと消しゴムをとったその子は、黙って自分の  

ノートを消し始めました。「やだ、返して」、消しゴムの持ち主が素早く取り返しました。「いじめ

だ！」、消しゴムを借りた子が言いました。 

 

 これは、実際に私が担任時代に経験したことです。この場面だけで判断すると人から物を借りる

ときのマナーが十分ではないように感じます。ただ、ゆっくり話を聞いてみると、実はここに至る

までの二人の関係から、何か課題のようなものが見えてくるかも知れません。 

 

 「いじめ」の定義がずいぶん変わってきました。以前は「①自分より弱い者に対して一方的に、

②身体的・心理的な攻撃を継続的に加え、③相手が深刻な苦痛を感じているものであって、学校と

してその事実（関係児童生徒、いじめの内容等）を確認しているもの。」となっていたものが、現在

は、「児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人的関係

にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われる

ものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。」

となっています。 

 

 心身の苦痛を感じた子どもの気持ちに寄り添って判断するのは、いじめはもちろん、いじめに 

つながりそうな行為や人間関係に早期に気づくためです。実際には、勘違いや、やむを得ない状況

ということもあるでしょう。丁寧に話をすれば、その子も納得して負の気持ちが解消されることも

あります。やはり課題があるというときは、相手の子の話も聞いてその課題を解決していくことに

なります。 

 

６月は、「ふれあい（いじめ防止強化）月間」です。本校でも、新しい学年や学級の生活に慣れて

きたこの時期に、いじめや不登校等の早期発見・早期対応、未然防止等につながる取組を、全校で

行っていきます。 

 

既に、５・６年生は、スクールカウンセラーによる全員面接を行って

います。勉強や人間関係で悩み始める時期でもありますし、トラブル

が起きる前に相談しやすい環境を作っておくためでもあります。 

 

あわせて、全校児童を対象とした「安心できる学校生活を送るためのアンケート」を実施いたし

ます。これは武蔵野市の共通様式で、１年生から３年生を対象とした小学校低学年版と、４年生  

から６年生を対象とした小学校高学年版があります。ホームページに掲載しますので、ぜひ内容を

ご覧ください。 

 

 この機会に、ご家庭でも学校の様子や友達関係について、お子さんの話を聞いてみてください。

いじめに限らず、何か気になることがあれば学校までご相談いただき、一緒に解決していきたいと

思っています。 
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